大阪アーツカウンシル　初年度の報告
20140325  統括責任者　佐藤千晴
＜活動方針の確認＞
　大阪の文化がもっと元気になる。
　文化の力で大阪がもっと元気になる。
　それが私たち大阪アーツカウンシルのねがいです。
　大阪は豊かな都市文化がはぐくまれてきた地です。
これからもいきいきした創造活動が育つよう、私たちは文化の現場を歩き、人々と語り合い、文化行政へ提言をします。
　都市文化の歴史を受け継ぎ、未来へつなぐ環境をつくります。
　文化はまちの磁力です。
　人が集まり、夢が育つ大阪をみなさんと共につくります。
　大阪アーツカウンシルは
　文化行政の「いま」を検証し、改善をうながします。
　大阪の文化の「これから」のために企画や提案します。
（ホームページに掲載するメッセージからの抜粋）
＜初年度の仕事からの提言　大阪らしさを打ち出し、実験を＞
· 府市の文化課が担当する文化事業の評価と改善提案（資料２）
· 府市の公募型助成金の審査
· 現場の視察など（資料３）
☆限られた予算であれもこれも手を広げるとどれも小さく、半端になる。
　　大阪らしさを打ち出せる重点事業を決め、実験に挑戦を。
＜2014年度からの仕事〜企画・調査＞
（１）これからの課題は？
　　・文楽への新たな支援のかたち（２０１５年〜　）
　　・上方演芸資料館のあり方（２０１５年〜）
　　・「シンボルイヤー」（２０１５年）
　　・東京オリンピック・パラリンピックイヤーに向けて（〜２０２０年）
（２）文化振興計画の目標「文化をつくる」「都市をつくる」「未来をつくる」　
　　　その実現へ、大阪府・大阪市の文化行政が進むべき方向は？
　　　　
（３）大阪の文化や芸術、創造活動を豊かにするために必要な環境は？
　　　　
アーツカウンシルの企画・調査機能は、（１）〜（３）を考える、提言する、実行する土台をつくることが目的
　
　☆４月に開設予定のホームページを情報発信の場として活用する。
　☆調査には府・市、アーツマネジャーにも参画してもらう。
　☆アーツカウンシルを「見える」存在に　週に１回、府立江子島文化芸術創造センターに「事務所」を開き、統括責任者が駐在。
資料１
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